
翼の陰に隠してください 

「瞳のようにわたしを守り／あなたの翼の陰に隠してください。」（詩篇１７：８） 

宝塚栄光教会牧師 岩間 洋 

新年あけましておめでとうございます。今年も皆様の上に神様の祝福が豊かに注がれますようお祈りいたします。国内で新型

コロナウイルス感染が確認されて、2年になろうとしています。新型コロナの勢いは、拡大・収束を繰り返しながら、完全回復に

至らないままここまで来ています。今年はどんな年になるのだろうと、誰もが不安な気持ちで新年を迎えておられることでしょ

う。 

しかし、天地を創造され、独り子イエス様を十字架におつけくださった神様は、私たちを守ってくださいます。神様の守りは

完璧です。私たちを瞳のように、また翼の陰に隠すようにして守ってくださいます。山火事の後片付けをしていた人が、黒焦げ

になった親鳥の翼の下から、一命をとりとめたヒナを見つけました。親鳥はわが身を犠牲にしてヒナを守ったのです。神様は私

たちを、イエス様を犠牲にして罪から救ってくださいました。それほど私たちを愛してくださっている神様は、私たちを真実を

もって守ってくださいます。この神様に信頼していきましょう。 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

          URL：http://www.seirei.or.jp/nurseryschool/gotenyama 

No.303 

  2022 年 1 月号  

聖隷福祉事業団 

御殿山あゆみ保育園 

宝塚市御殿山 2-1-70 

TEL 0797-85-4854 

FAX 0797-85-1400 

                 「あけましておめでとうございます」 

 新しい年を迎えました。「あけましておめでとう！」と元気に登園した子どもたちの表情が、お休みの間楽しく過ごしたことを物

語ってくれています。大きいクラスの子どもたちは、担任に我先にと休み中の出来事を話してくれたようです。本年もどうぞよろ

しくお願いいたします。 

オミクロン株の拡大も心配される中、今年も感染予防対策でマスクの生活が続きそうです。もう 2 年近くマスク生活が続き、大

人は仕方なく慣れてきてしまったように思いますが、生まれたばかりの子どもたちは、この状況をどう感じているのでしょうか。

子どもは、マスクで目の表情しか見えていなくても、保育者が優しく微笑みかければにっこり笑顔を返してくれる姿があり、心の

柔らかさと順応性の高さに感心します。 

一方で、ある時たんぽぽぐみ（0 歳児）のお部屋で、子どもにマスクを外して笑顔を見せると、一瞬（あれ？）という表情を見

せ、次の瞬間「ないない」（おそらくマスクを付けての意）と言われました。入園して以来、マスク無しの私の顔を見たのは初めて

で、きっとびっくりしたのでしょう。（その後は、逆に「マスクを取って！」という仕草をするようになりました。私の顔を確認し

たいのでしょうね。） 

視覚で表情を読み取る情報量が減った分、これまで以上に子どもと丁寧に深く関わる大切さを痛感しました。中でも子どもへの

言葉かけはとても重要だと感じます。以前受けた研修で、スマートフォンの普及により、大人自身が文字を書く機会だけでなく言

葉を使う機会が減り、講師の先生は「言葉の劣化」を危惧されていました。自分自身を振り返ってみても、年々使う語彙数が減っ

ていると感じます。子どもの言葉を増やすためには、大人がたくさんの言葉を豊かな表現で語り掛けることが不可欠です。しかし、

そもそも大人自身が使う言葉が減って（劣化して）いると子どもに掛ける言葉もバリエーションが少なくなってしまいます。「日頃

から、これ、それ、あれ、いわゆる「こそあど言葉」は子どもには使わないように！具体的に丁寧にわかりやすく説明しながら話

すようにしましょう。」という先生のお話が心に響きました。（私の場合、すぐに言葉が出てこなくて「そこの…」とつい言ってし

まいます。劣化であり老化です。） 

「子どもに言葉のシャワーを。」と言われますが、まさにシャワーのごとく温かくて柔らかい言葉を子どもたちにたっぷり降り

注ぎたいと思います。吸収力のある子どもたちは、きっと全身で受け止めてくれることと思います。 

                                                    岸本 正子 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                   

 

 

 

 



1 月の行事より 

日程未定 おもちつきあそび 

子ども達は小麦粉をつかってお餅をつく体験をします。日程、詳細は後日お伝えいたします。 

 

29 日(土) クラス懇談会（たんぽぽぐみ・ひまわりぐみ・すみれぐみ） 

  子どもたちは、この１年間、友だちや保育士との関わりの中で、安心して元気に過ごしてくれたことと思います。その

成長を、保護者の方と一緒に喜びたいと思っています。進級に向けてのお知らせもありますので、ぜひご参加ください。

懇談会の時間がクラスによって違いますので、後日お伝えいたします。 

 

お知らせ 

＊クリスマス祝会・ページェントにご参加いただきましてありがとうございました。今回はコロナ感染予防として密を

避けるべく保護者の皆様には祝会当日と別日の日程でページェントを参観していただきました。 

ご協力いただき本当にありがとうございました。 

アンケートの結果を少しご紹介いたします。 

・事前に自分の席が決まっていたことはとてもよかった。 

・観覧日をクラスごとに設定していただいたことでゆったりとした間隔で観覧ができてとてもよかったです。 

 ・撮影と観覧席のルールが守られていて、ゆったりと子どもたちの様子を見ることができて良かったです。 

 ・最後の集合時には、なんとかスマートフォンを撮影できる数分間いただけたらと思いました…可愛いわが子のアップ

の写真は思い出なので残したいです。 

  →保護者の皆様の「記録に残したい」というお気持ちはごもっともだと思います。クリスマス祝会は入場から退場ま

でを降誕劇と捉えています。その流れの中でたくさんのレンズが子どもたちに向けられること、子どもたちが緊張し

た気持ちでいることを考えると、その時の子どもたちの頑張っている姿は保護者のみなさんの目でみていただきたい

と思っています。記録に残したいという思いは園より「はいチーズ」のカメラマンに伝え、撮影をお願いしています。

ご理解いただけると嬉しいです。 

◎たくさんのご感想やご意見をいただきましたので、今後の参考にさせていただきたいと思います。 

アンケートへのご協力ありがとうございました。 

＊クリスマス祝会では、たくさんの献金のご協力をありがとうございました。捧げられた献金（\30,895）は、お知らせ

していました通り、「ユニセフ」から、困っている方々への支援金として贈らせていただきました。 

＊年末年始の協力保育にご協力いただき、ありがとうございました。長いお休みを家族で楽しく過ごされたことと思い

ます。子どもたちから、話を聞くことを楽しみにしたいと思います。 

＊12 月 20日より江田
こ う だ

 昌子
ま さ こ

が乳児クラスのフリーとして週 3 日入ります。よろしくお願いいたします。 

 

おねがい 

＊保護者の方でリモートワークをされている日は必ず、担任にリモートであることを口頭またはコドモンにてお伝えく

ださい。お子さんの体調不良などで緊急の連絡を速やかに取ることができるようご協力をお願いいたします。 

＊土曜保育の申し込みは前月の 25 日が締め切りとなっています。コドモンでの締め切り後、職員の人数体制の調整をし

ます。締め切り後に保育を申し込みいただいてもお受けすることができなくなりますので必ず締め切りをお守りくださ

い。よろしくお願いいたします。 

◎たくさんの年賀状をいただき、ありがとうございました。子どもたちのかわいい年賀状を見て私たち職員も新しい年

を笑顔でスタートすることができました。今年もどうぞよろしくお願いいたします。 

 


